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「自分だけは大丈夫」と
思っていませんか？

～以上２件、「くらしの豆知識２０２４年版」、「消費生活緊急情報」より引用・抜粋～

暮らしサポート

【ひとことアドバイス】
勧誘を受ける意思がない時は、訪問業者を安易に家にあげないでキッパリ断りましょう。

突然、一人暮らしのアパートに「住宅について考えませんか」と不動産業者が訪問してきた。家に入れ
ると、年収や預金額などの個人情報を求められた。翌日以降も数時間居座られ、「家を持ってこそ一人前
だ。自立したいなら自分で決めろ、誰にも言うな」等と強い口調で言われ、建売住宅の契約を執拗に迫
られた。住宅を購入するつもりは無いので断ったが、業者は「また来る」と言って帰っていった。連日
の長時間にわたる勧誘で精神的に疲弊している。今後の対処方法を教えてほしい。

消 費 生 活 に 関 す る 相 談 は
◆村消費生活センター（消費生活相談全般）…役場１階西側（収納課奥）
　月・水・木・金　午前９時～正午、午後１時～４時　☎８８５－７１４１（直通）
（相談の受付は、午前は１１時３０分、午後は３時３０分まで。また、都合により相談員が
　不在の場合がありますので、電話でご確認ください）
◆消費者ホットライン（全国共通ダイヤル）☎１８８※３桁で繋がります。
◆県警悪質商法１１０番（訪問販売等の商取引や悪質金融業者に絡む各種相談）
　午前８時３０分～午後５時１５分　☎０２９－３０１－７３７９

い や や

高齢者を狙った下記の事例が多くなっています。この他にも気になることがありまし
たら、お気軽に村消費生活センターまでご相談ください。

契約書や購入のきっかけとなったパンフレット、ネット取引の場合は販売サイトの画面やＵＲＬ、メー
ルやＳＮＳ（ソーシャルネットワーキングサービス）のやり取りなどを保存して、用意しておきましょ
う。トラブルに至った経緯を時系列にまとめたメモを作成しておくと、スムーズに進みます。

【相談する前の準備】

実在する組織をかたるメールやＳＭＳ（ショートメッセージサービス）を送信し、個人情報を搾取する
フィッシングに関する相談が寄せられています。公的機関やよく利用する事業者からのメッセージに見
えても、実は危険なフィッシングの手口かもしれません。あせらず冷静に対応することが大切です。

巧妙化するフィッシング詐欺

ネット通販の「定期購入」に関するトラブルでは、「いつでも解約可能」という広告を見て購入したのに、
「１回目のみの購入では解約できない」と言われ、想定した以上の支払いが必要になったというケースが
みられます。これは「特別割引クーポン」を使用したことで、購入回数の条件がある定期コースに変更
されたと思われます。「最終確認画面」は最後まで確認しましょう。

気づかないうちに定期購入に

１０／１３（日）１０／１３（日）《縄文の森コンサート》《縄文の森コンサート》

◆会場　文化財センター
◆時間 １３：００開場／１３：３０開演

入場無料

演奏者：近藤　淳
アルトサックス奏者。１９５２年生まれ。
７３年よりプロとして札幌を中心に活
動を続け、８４年に高橋達也＆東京ユ
ニオンオーケストラに入団、ソリス
トとして活動し脚光を浴びる。８９年、
同オーケストラ解散後、フリーとな
り、スタジオミュージシャンとして
活動。これまでに多数のアルバムに
参加。コンサート、ミュージカルに
て欠かせない存在となっている。

４おかだいら縄文フェスタ２０２４
～体験＆縄文の森コンサート～ 秋の陸平貝塚公園で、体験やアルトサックスの

音楽コンサートを楽しもう！
どうぞお気軽にご来場ください。

お問合せ 文化財センター☎０２９－８８６－０２９１（美浦村大字土浦２３５９）

１０／１２（土）１０／１２（土）《体験》《体験》

◆会場　陸平貝塚公園
◆時間 １０：００～１５：００
◆体験 縄文土器、土笛、縄文クッキー、
　　　　まが玉、コースター、花炭、火おこし、
　　　　弓矢など
◆実演　竪穴住居燻蒸（午前）
◆陸平貝塚案内ツアー ①１１：００～　②１３：３０～
※雨天時は野外での体験を縮小・中止する場合が
あります。

◆キッチンカー
◆グッズ販売　竹炭など

予約不要
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美浦村地域おこし協力隊

松本 麻衣子
すすすすすす

　美浦村の城山祭りや木原祇園祭で見る「木原
霞囃子」。伝統文化が消えていく地域もある中、
美浦村ではお囃子が受け継がれており、さらに
保育園児から大人まで多世代が参加していて驚
きました。そこで今回は「木原霞囃子はどれく
らい前から続く伝統的なお囃子なのか」という
ことを、聞き伝えを含み、様々な方からお伺い
しました。

　木原霞囃子の始まりは「愛宕保存会」。この保
存会は太鼓を中心に活動していましたが、担い
手不足から存続が困難になり、その後、祇園祭
の出し物のため「霞囃子」としてお囃子のスタ
イルに変わったそうです。なお、愛宕保存会と
霞囃子には、男性のみが参加できるという決ま
りがありました。
　しかし、メンバーの高齢化が進み存続が厳し
くなったころ、約１８年前に木原学区子ども会育
成連合会を中心に「お囃子を楽しむ会」が結成
され、その後現在の「木原霞囃子」という形に
なりました。練習には石岡市からお囃子の先生
に来てもらっていたそうです。

　このように存続危機を乗り越えた今でも、祭
りで人手が足りない時は、阿見町やつくば市な
どのお囃子チームと協力し合い、手伝いに行っ
たり、来てもらったりしているとのことです。

　今年度から美浦村の地域クラブとして霞囃子
が活動するとのことなので、さらなる発展が楽
しみですね！

美浦のストーリー「木原霞囃子の始まり」美浦のストーリー「木原霞囃子の始まり」美浦のストーリー「木原霞囃子の始まり」

←木原祇園祭での
霞囃子　　　　　

→木原地区にある
愛宕神社の入り口
（愛宕保存会と関係
があったかは不明）


